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何故工学教育の実質化が必要か？何故工学教育の実質化が必要か？

１．
１．２１世紀の今、日本は第三の国創りの重大変革期にあ

 る・・・科学技術駆動型イノベーション創出能力の強化の必要
 性・・・持続可能なイノベーション創出能力が必須！

２．個別の科学的知の創造と同時に、科学的知の創造を統
 合し、社会経済的価値の創造に具現化する人材の育成を！

３．科学技術創造立国を標榜する日本の科学技術政策は、
 この視座からのイノベーション創出政策との接続性が弱く、
 かつこれを担う人材育成が遅れている

４．持続可能なイノベーション創出能力強化には、工学の原
 点に立った工学教育の実質化と実践型技術者育成能力の
 強化が喫緊の課題
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社会のための科学について～工学の原点を考える～

• 日本学術会議はその憲章において、科学を「人類が共
 有する学術的な知識と技術の体系」と定義し、その活動
 を担う科学者は「新たな知識の発見と技術を開発し、公
 共の福祉の増進と、地球環境と人類社会の調和ある平
 和的発展に貢献する」と宣言している。

• この宣言は、第三期科学技術基本計画における「イノ
 ベーション」の定義：「科学的発見や技術的発明を洞察力
 と融合し発展させ、新たな社会・経済的価値を生み出す革
 新」に照らすと、

科学技術の役割を「知の創造」と「社会・経済的価値の創
 造」の両方に軸足を置くと同時に、「両者の創造活動の相
 互連関」の重要性も謳っていると言える。
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イノベーション
科学的発見・技術的発明を洞察力と融合・発展させ、

新たな社会的価値・経済的価値を生み出す革新

＝科学技術創造を国創りに結実すること

・工学の原点はイノベーション創出を
 目的とした創意工夫の学術！

・工学教育においても、個別の工学知の習得
 だけでなく、社会経済的価値との連関に対す
 る理解力・統合能力も重視する必要がある。
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「社会のための科学」としての工学の原点

認識科学
「あるものの探求」
・生命・人間、社会、
世界、宇宙等の
「あるもの」を探求

・知の総量が増加す
るに伴い、必然的に
細分化の道を辿る。

設計科学
「あるべきものの探求」
・社会や人間の生活に
資するための社会的、
経済的価値の創造

・日本と世界の持続的
発展という命題に対して

益々重要な科学
「持続可能なイノベーション

創出のミッション」

工学の原点は、認識科学と相互作用の設計科学

部分引用：提言「知の統合ー社会のための科学に向けてー」日本学術会議２００７．３．２２
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工学は科学に
 

裏打ちされた実学

イノベーション創出のための実学

社会・経済的  価値の創造
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第３の国創り：何故今“イノベーション”か？

①確実に予測される少子・高齢化、人口減少社会での

国力の持続的発展

National Innovation 能力（国と地域）

②迫り来る地球的規模の危機（３Ｅ問題、水と食料問題
 

等）の解決に貢献:
 

Global 
 

Sustainable 
 

Innovation 
 

能力（地球的イノベーション）

この１０年が２１世紀の国創りの勝負！

～これを逃すと日本の国力・地域力は衰える～

この危機に対する産学官民の認識が希薄！
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家庭の財政家庭の財政 企業の財政企業の財政
サービス
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National Innovation：２１世紀の日本の国創りの
 要⇒3つの財政強化の連立方程式の解の追求

国の財政国の財政
地方の財政地方の財政

科学技術革新による社会・経済的価値創出
＝イノベーション創出が鍵。

 
科学技術革新への歳出はコストではなく、

“３つ財政立て直し・強化”への“投資”である。

“投資”であることへの認識が学術界と教育界に弱い！



「科学技術的知の創造」と「社会経済的価値の
 創造」の結合能力：「持続可能な科学技術駆動
 型イノベーション創出能力」の強化が必須・・・・
 第３期科学技術基本計画のＰＤＣＡ実行と第４期

 基本計画策定に向けた課題

工学教育の実質化の視座においても！

真の科学技術創造立国＝「科学技術駆動型イノ
 ベーション創出立国」の具現化が大命題！
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第三期基本計画の新機軸：知の創造を社会的価値化へ

[Global Innovation Ecosystem]         [National Innovation Systems]         

～イノベーション創出と人材育成～
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第３期科学技術基本計画が実現を狙うイノベーション

１１

理念 大政策目標 中政策目標 個別の政策目標



第３期科学技術基本計画の個別分野別推進戦略
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重点推進４分野 推進４分野

○ ステップ２：戦略重点科学技術
特に今後５年間に集中投資すべき科学技術を選定

○ 研究開発の推進方策
取組を円滑に進め「活きた戦略」を実現する方策を明記

○ 状況認識

○ ステップ１：重要な研究開発課題
今後５年間に政府が取り組むべき重要な課題を抽出

○ 目標設定
研究開発目標・成果目標を政府の責任部署とともに明記

８つの分野毎に策定８つの分野毎に策定
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